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§空家等対策特措法について

○ 空家等対策の推進に関する特別措置法（平成26年法律第127号）

「空家等」 ・・・ 建築物又はこれに付属する工作物であって、
居住その他の使用がなされていないことが常態
であるもの 及び その敷地
（立木その他の土地に定着する物を含む。）

［公布］平成２６年１１月２７日
［施行］平成２７年 ２月２６日（一部施行）

平成２７年 ５月２６日（完全施行）

建築物等が長期間にわたって使用されてい
ない状態をいい、例えば概ね年間を通して
建築物等の使用実績がないことは１つの基
準となると考えられる。

（H27.2.26総務省・国交省告示第１号（基本指針）より抜粋）

空き家
（建築物）

敷地
（立木）

敷地
（工作物）
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§空家等対策特措法について

「特定空家等」 そのまま放置すれば

①倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態

②著しく衛生上有害となるおそれのある状態

③適切な管理が行われていないことにより、著しく
景観を損なっている状態

④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置する
ことが不適切である状態

にあると認められる空家等をいう。

保安上危険

・1/20超の傾斜が認められる

・基礎及び土台の変形・ずれ等がある

・屋根、外壁等が脱落、飛散等する恐れがある 等

衛生上有害

・吹付アスベストが飛散し、ばく露する可能性が高い

・浄化槽の放置、破損等による汚物の流出

・ごみ等の放置、不法投棄による臭気の発生 等

景観上不適切

・景観法に基づく景観計画に著しく不適合

・看板が原型をとどめず、破損・汚損したまま放置

・多数の窓ガラスが割れたまま放置 等

生活環境上不適切

・立木の腐朽、倒壊等により近隣の道路等に飛散

・多数のねずみ、はえ等が発生したり、シロアリが

大量発生したりして地域住民の生活環境に悪影響 等

・・・
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§空家等対策特措法について

助言又は
指導

勧告

改善されないと
認められる場合

固定資産税
の特例措置
の除外

正当な理由なく
勧告に係る措置
をとらない場合

命令に対する
措置を履行
ない場合等

過 料
（50万円以下）

行政代
執行

命令
費用
請求

一般的な住宅用地の場合

固定資産税の
課税標準

小規模住宅用地
（200㎡以下）

１/６に減額

一般住宅用地
（200㎡超）

１/３に減額

「特定空家等」に対する措置のフロー

「勧告」を受けた特定空家等の場合

固定資産税の
課税標準

小規模住宅用地
（200㎡以下）

減額なし

一般住宅用地
（200㎡超）

減額なし
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§空家等対策特措法について

道に倒壊しそう…

隣の家に倒壊しそう…

こんな空き家にならないように！

空き家は適切に管理
しているけれど、
敷地内の立木が生い
茂って、近所迷惑…
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§空家等対策特措法について

総合判定Ｃ：

特定空家等と判定する。

（そのまま放置すれば倒壊等
著しく保安上危険となる
おそれのある状態）

【CategoryⅠ】
空家等が倒壊した場合、前面道路や
隣地等に被害が及ぶおそれがあるか
否か。

【CategoryⅡ】
空家等が老朽化等したことにより、地
震や台風などの自然災害が原因で
倒壊等するおそれがあるか否か。

【CategoryⅢ】
空家等の一部の落下や飛散等により、
通行人等に被害が及ぶおそれがある
か否か。

県内における「特定空家等」と判断するための判定基準（案）（Ｈ27.12）

本判定基準（案）は、県内各市町が特定空家等の判定基準を策定する際の『参考』として示して

いるもの。（各市町が要件を付加したり、修正を加えたりすることを妨げるものではない。）

《判定》
以下の３つの判定基準により調査
した危険度をその程度の小さい順に、
レベル１、レベル２、レベル３で評価。

《総合判定》
危険度のレベルを基に、空家等の総合判定
を行う。
（程度の小さい順にＡ、Ｂ、Ｃ）。
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§空家等対策特措法について

【参考】判定フローのイメージ
Category Ⅰ

空家等が倒壊した場合、前面道路や隣地等に被害が及ぶおそれがあるか否か。

前
面
道
路

へ
の
影
響

隣
地
等

へ
の
影
響

前面道路へ倒壊する
危険性について評価

近隣の隣地等へ倒壊する
危険性について評価

Category Ⅱ

倒
壊
等
の
お
そ
れ

空家等が老朽化等により、
倒壊等するおそれがあるか否か。

（例）建物の

傾斜の調査

（例）シロアリ・

腐朽の調査

Category Ⅲ

落
下
物
や
転
倒
物

に
よ
る
危
険

空家等の一部の落下や飛散等に
より、通行人等に被害が及ぶ
おそれがあるか否か。

C
a
te
g
o
ry
Ⅰ

周

辺

へ

の

影

響

C
a
te
g
o
ry
Ⅱ

建

築

物

及

び

敷

地

Ｌｖ２

判定レベルは？

C
a
te
g
o
ry
Ⅲ

落

下

危

険

物

等

Ｌｖ２Ｌｖ１ Ｌｖ３

Ｌｖ１ Ｌｖ２ Ｌｖ３ Ｌｖ１ Ｌｖ２ Ｌｖ３Ｌｖ１ Ｌｖ２ Ｌｖ３

R
e
su
lt

総

合

判

定

Ｂ ＣＡ

（特定空家等）（ガイドライン

別紙２～４を検討）

（ガイドライン

別紙２～４を検討）

調査省略可能

３つの判定基準

（CategoryⅠ～Ⅲ）

により調査した危険度

（レベル１～３）を基に、

総合判定を行う。
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